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平
成
三
十
年
度
、
第
五
十
六
回
米
沢
興
譲
館
東
京
支
部
総
会
・
懇

親
会
が
、「
絆
（
き
ず
な
）
を
深
め
同
窓
の
輪
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
七
月
十
四
日
、
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ご
来
賓
に
本
校
か
ら
、
横
戸　

隆
校
長
、
小
嶋
彌
左
衛
門
同

窓
会
会
長
、
小
島
長
五
郎
母
校
体
育
文
化
後
援
会
長
が
ご
臨
席
さ
れ
、

ま
た
高
鍋
高
等
学
校
は
じ
め
置
賜
、
山
形
、
寒
河
江
、
鶴
岡
と
い
っ

た
高
校
同
窓
会
会
長
の
方
々
も
出
席
さ
れ
、
有
意
義
な
楽
し
い
会
に

な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
の
維
持
発
展
に
つ
い
て
各
高
校
同
窓
会
と
様
々

な
課
題
を
共
に
共
有
す
る
こ
と
は
、
情
報
交
換
に
と
ど
ま
ら
ず
貴
重

な
機
会
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

東
京
支
部
は
本
年
度
役
員
改
選
の
年
で
も
あ
り
、
新
執
行
部
と
し

て
支
部
長　

横
山
彰
人
（
Ｓ
42
年
卒
）、
副
支
部
長　

嶋
貫
昭
雄
（
Ｓ

37
年
卒
）、
副
支
部
長　

近
藤
郁
子
（
Ｓ
37
年
卒
）、
幹
事
長　

樋
渡

三
保
子
（
Ｓ
40
年
卒
）、
監
事　

鈴
木
吉
助
（
Ｓ
36
年
卒
）、
監
事　

金
子
晃
司
（
Ｓ
41
年
卒
）、
さ
ら
に
企
画
、
広
報
、
組
織
と
い
っ
た
役

割
分
担
ご
と
に
計
20
名
の
副
幹
事
長
を
選
任
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

厳
選
さ
れ
た
記
念
講
演
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
時
代
に
タ
イ
ム
リ
ー

で
且
つ
魅
力
あ
る
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
同
窓
会
運
営
の
重
要

な
コ
ン
セ
プ
ト
の
ひ
と
つ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
今
回
の
記
念
講

演
は
、
桐
生
正
幸
（
Ｓ
55
年
卒
）
東
洋
大
学
教
授
、
演
題
は
「
現
代

社
会
と
犯
罪
心
理
学
」。
懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
ジ
ャ
ズ
歌
手

青
柳
陽
子
さ
ん
（
Ｓ
56
年
卒
）
の
、「
懐
か
し
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
」

を
歌
っ
て
い
た
だ
き
、
大
盛
会
で
し
た
。

　

興
譲
館
同
窓
会
各
支
部
や
各
高
校
同
窓
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
質

の
向
上
を
図
り
、
東
京
支
部
独
自
の
カ
ラ
ー
を
打
ち
出
し
、
同
窓
会

の
発
展
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

米
沢
興
譲
館
東
京
支
部　

支
部
長　

横　

山　

彰　

人

　
同
窓
会
発
展
に
尽
力
!!

　
東
京
支
部
総
会
・
懇
親
会

　
　
　
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
!!

　
　
　
　
　
～ 

新
体
制
発
足 

～
七七会勢ぞろい　東京支部　新支部長に七七会・横山彰人君（昭和42年卒）

小嶋彌左衛門同窓会会長（昭和42年卒）と固い握手
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江
戸
時
代
の
藩
校
か
ら
続
く
興
譲
館

と
い
う
校
名
は
地
域
を
代
表
す
る
学
校

で
あ
る
こ
と
を
自
他
と
も
に
認
め
て
現

在
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
数
多
く
の
有
為
な
人
材
を
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
と
伝
統
あ
る

興
譲
館
で
学
び
卒
業
し
た
こ
と
は
私
達

に
と
っ
て
誇
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
様

な
伝
統
あ
る
興
譲
館
の
同
窓
会
長
に
選

任
さ
れ
、
緊
張
感
を
持
っ
て
役
目
を
務

め
て
早
く
も
一
年
に
な
り
ま
す
。

　

各
支
部
総
会
に
お
伺
い
し
な
が
ら
今

ま
で
の
同
窓
会
活
動
を
把
握
す
る
よ
う

に
し
て
き
ま
し
た
。
支
部
そ
れ
ぞ
れ
に

支
部
長
を
中
心
に
活
発
に
活
動
し
て
お

ら
れ
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
同
窓
会
の
役
割
と
し
て
は
、

一
、
卒
業
生
を
組
織
と
し
て
ま
と
め
て

い
く
こ
と
、

二
、
学
校
と
卒
業
生
を
結
び
付
け
て
い

く
こ
と
、

三
、
現
役
の
在
校
生
を
応
援
し
て
い
く

こ
と
、

四
、
そ
し
て
興
譲
館
の
発
展
の
為
に
応

援
し
て
い
く
こ
と
な
ど
だ
と
思
い
ま
す
。

　

役
員
が
纏
ま
っ
て
尽
力
し
て
参
る
つ

も
り
で
す
が
、
会
員
皆
様
の
お
力
添
え

が
な
く
て
は
何
事
も
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
皆
様
、
興
譲
館
同
窓
会
の
為
に

　

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
母
校
の
教

育
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り

心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
四
月
に
二
〇
二
名
の
新
入
生
を
迎

え
、
平
成
三
十
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
興
譲
」

の
精
神
の
下
、「
文
武
両
道
」
日
々
の
授
業
を
第

一
に
、
部
活
動
や
自
治
会
活
動
に
、
己
を
磨
く
べ

く
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
の
大
き
な
動
き
と
し
て
、
山
形
県

で
は
本
校
を
含
む
県
内
三
校
の
進
学
校
に
「
探
究

科
」
を
設
置
、
自
ら
設
定
し
た
テ
ー
マ
の
課
題
を

探
究
す
る
学
習
活
動
を
通
し
学
力
の
向
上
を
図
る

施
策
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

本
県
の
進
学
実
績
が
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
校
で
は
、
昭
和
四
十
三
年

に
全
国
に
先
駆
け
て
設
置
さ
れ
た
理
数
科
を
「
理

数
探
究
科
」
と
し
て
継
承
し
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル

な
学
び
を
重
視
し
た
「
国
際
探
究
科
」
を
新
設
、

そ
し
て
「
普
通
科
」
の
三
学
科
を
設
置
し
、
未
知

な
る
世
界
へ
創
造
的
に
挑
戦
し
、
高
い
志
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
や
地
域
社
会
を
切

り
拓
く
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、評
価
と
指
導
方
法
の
改
善
、本
校
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
と
ス
ー
パ
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
で
培
っ
た
探
究
活
動
の
成
果
を
全
校

展
開
し
、
多
様
な
生
徒
の
能
力
を
引
き
出
し
、
高

い
レ
ベ
ル
で
進
路
希
望
を
実
現
す
る
取
り
組
み
を

全
職
員
で
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
八
代
同
窓
会
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

「
興
譲
」
の
精
神
を
中
核
に
据
え
、
興
譲
館
生
を
育
成

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
会
長　

小
嶋
彌
左
衛
門

（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

校　

長　

横　

戸　
　
　

隆

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
総
会
懇
親
会
は
毎
年
大
勢
の

同
窓
生
が
集
っ
て
大
変
盛
況
に
行
わ
れ

ま
す
。
今
年
は
昭
和
五
十
八
年
卒
業
生

を
筆
頭
に
担
当
学
年
の
皆
さ
ん
が
鋭
意

準
備
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年

も
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

卒
業
生
が
一
堂
に
会
し
て
母
校
へ
の

想
い
を
語
り
合
い
共
有
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
。
大
い
に
盛
り
上
げ
、
会
員

の
絆
を
一
層
強
く
し
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

 

そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
同

窓
会
員
と
し

て
母
校
興
譲

館
が
地
元
の

有
為
な
人
材

を
育
ん
で
い

く
こ
と
を
お

手
伝
い
し
て

参
り
ま
し
ょ

う
。

 

よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し

ま
す
。

　

ま
た
、
第
三
期
二
年
目
を
迎
え
た
文
部
科
学
省

の
指
定
研
究
で
あ
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
で
は
、「
未
来

に
果
敢
に
挑
戦
で
き
る
科
学
技
術
人
材
の
育
成
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
評
価
の
あ
り
方
の
研
究
と
生

徒
の
主
体
的
な
学
び
を
促
す
教
科
指
導
力
の
向
上

を
め
ざ
し
実
践
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
活
動
で

は
、
四
年
連
続
で
「
科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会
」
に
、

二
年
連
続
で
「
全
国
高
等
学
校
文
化
祭
科
学
専
門

部
門
」
に
出
場
、
さ
ら
に
日
本
学
生
科
学
教
育
山

形
県
大
会
で
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）
を
受
賞
す
る

等
、
確
か
な
力
を
付
け
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、高
校
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
、高
校
・

大
学
・
高
大
接
続
の
三
位
一
体
と
な
っ
た
「
教
育

改
革
」、
教
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
図

る
「
働
き
方
改
革
」、
そ
し
て
、
少
子
化
に
よ
る

東
南
置
賜
地
区
の
「
高
校
再
編
整
備
計
画
」
な
ど
、

激
変
す
る
社
会
に
対
応
す
べ
く
、
大
き
な
転
換
期

に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
受
け
継
が

れ
て
き
た
興
譲
館
の
普
遍
的
な
「
興
譲
」
の
精
神

を
中
核
に
据
え
、
興
譲
館
中
学
校
校
歌
に
謳
わ
れ

る
「
自
然
に
祖
先
に
恵
ま
れ
た
」
環
境
の
中
で
「
高

き
理
想
を
望
み
つ
つ
不
撓
不
屈
に
進
み
」、
現
校

歌
に
謳
わ
れ
る
「
人
み
な
の
命
を
あ
が
め
」「
わ
が

力　

わ
が
誠
」
を
「
世
の
た
め
に
尽
す
」
興
譲
館

生
の
育
成
に
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
興
譲
館
同
窓
会
の
益
々
の
ご
隆
盛
と
、

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

大友恒則会長ご苦労様でした（平成29年10月３日）
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教
育
活
動
紹
介

　
　
　
　
　
　
　

渡
部
　
弘
美

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

　

本
校
に
対
し
て
同
窓
生
の
皆
さ
ま
よ

り
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
ご
支
援
を
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
本
校
保
健
課
で
担
当
し

て
お
り
ま
す
健
康
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
つ
い
て
学
校
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
現
在
、
本
校
は
今
年
度
よ
り
新
た

に
設
置
さ
れ
た
「
探
究
科
」
2
ク
ラ
ス

の
新
入
生
と
普
通
科
3
ク
ラ
ス
の
新
入

生
が
加
わ
り
い
き
い
き
と
元
気
に
生
活

し
て
お
り
ま
す
。
従
来
の
「
興
譲
の
精

神
」
及
び
新
た
に
「
目
指
す
生
徒
像
」

を
策
定
し
新
た
な
教
育
活
動
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
活
動
が
生
徒

の
成
長
に
つ
な
が
る
た
め
に
は
、
心
身

の
健
康
が
基
盤
と
な
り
ま
す
。
特
に
、

日
常
の
生
活
リ
ズ
ム
や
食
事
、
睡
眠
が

重
要
で
す
。
高
校
時
代
は
、
外
見
的
な

成
長
は
と
ま
っ
て
も
体
内
の
各
器
官
は

途
上
で
す
。
ま
た
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
確
立
に
揺
れ
る
時
期
で
も
あ
り

精
神
的
な
不
安
定
さ
が
あ
る
時
期
で
す
。

そ
の
よ
う
な
生
徒
た
ち
に
向
け
て
本
校

で
は
入
学
時
点
で
、
入
学
翌
日
に
仲
間

作
り
・
居
場
所
づ
く
り
を
目
的
に
グ

ル
ー
プ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
を
実
施
し
ま

す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
な
が
れ
の
中
で

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
担
任
も
加
わ
り
ゲ
ー

ム
感
覚
で
自
己
紹
介
や
交
流
を
し
ま
す
。

登
校
初
日
の
生
徒
の
緊
張
感
は
当
然
な

が
ら
非
常
に
高
く
、
活
動
後
の
表
情
に

は
安
堵
感
が
表
れ
て
い
ま
す
。
心
も
か

ら
だ
を
ほ
ぐ
す
こ
の
活
動
は
高
校
生
活

を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
っ
て
大
切
な

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
者

と
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
も
体
験
し

ま
す
が
、
人
見
知
り
で
人
付
き
合
い
が

苦
手
な
生
徒
に
も
他
者
と
関
わ
る
き
っ

か
け
を
得
て
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

八
月
の
興
譲
祭
で
は
、
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
テ
ー
マ
に
三
友
堂
看
護
専

門
学
校
の
学
生
さ
ん
の
ご
協
力
を
え
て

保
健
委
員
が
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

生
徒
が
主
体
と
な
る
こ
の
活
動
も
毎

年
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
年

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
教
育
相
談
に
は
、

2
名
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
生
徒
は
も
と
よ
り
保
護

者
の
方
を
対
象
に
相
談
業
務
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
高
校
生
と
は
い
え
、
思
春

期
の
ゆ
れ
や
不
安
が
あ
り
面
談
す
る
こ

と
で
自
分
な
り
の
答
え
を
探
し
出
す
手

が
か
り
に
な
り
ま
す
。
生
徒
の
可
能
性

や
元
々
持
っ
て
い
る
自
分
ら
し
さ
が
生

か
さ
れ
る
よ
う
向
き
合
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

本
校
に
お
い
で
の
皆
さ
ま
か
ら
生
徒

の
あ
い
さ
つ
の
さ
わ
や
か
さ
・
朗
ら
か

さ
を
お
褒
め
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
笑
顔
が
ず
っ
と
輝
く
よ
う
教
職
員

一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自治会応援団入会式 １年グループエンカウンター

保
健
主
事

家
庭
科
教
諭
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平
成
29
年
度

南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

陸
上
：
女
子
１
０
０
ｍ
Ｈ　

第
２
位　

佐
藤　

和

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
：
女
子
団
体
出
場

　

男
子
個
人
フ
ル
ー
レ
出
場　

大
西
ひ
か
る

　

女
子
個
人
フ
ル
ー
レ
出
場　

後
藤
ゆ
う
か

　

女
子
個
人
エ
ペ
出
場　
　
　

遠
藤　

美
琴

弓
道

全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
及
び
東
北
高
等
学
校

　

弓
道
選
抜
大
会

　

男
子
団
体
出
場

　

男
子
個
人　

東
北
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
出
場

ホ
ッ
ケ
ー

東
北
高
等
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
選
抜
大
会

　

男
子
・
女
子
出
場

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

全
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

　

女
子
個
人
エ
ペ
出
場

平
成
30
年
度

山
形
県
高
校
総
体
兼
全
国
高
校
総
体
山
形
県
予
選
会

（
夏
季
競
技
）

ホ
ッ
ケ
ー
部

　

男
子
県
高
校
総
体
二
位
、
東
北
大
会
三
位

　

女
子
県
高
校
総
体
二
位
、
東
北
大
会
出
場

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

　

女
子
学
校
対
抗
第
一
位　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
東
北
大
会
出
場

　

男
子
個
人

　

フ
ル
ー
レ　

大
西
ひ
か
る

　
　

第
一
位　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
東
北
大
会
出
場

　

エ
ペ　
　
　

大
西
ひ
か
る

　
　

第
二
位　

東
北
大
会
出
場

　

女
子
個
人

　

フ
ル
ー
レ

　

後
藤
ゆ
う
か　

第
一
位　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
東
北
大
会
出
場

　

鈴
木　
　

麟　

第
二
位　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
東
北
大
会
出
場

　

遠
藤　

美
琴　

第
三
位　

東
北
大
会
出
場

　

八
巻
史
緒
理　

第
四
位　

東
北
大
会
出
場

　

エ
ペ

　

八
巻
史
緒
理　

第
一
位　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
東
北
大
会
出
場

　

遠
藤　

美
琴　

第
二
位　

東
北
大
会
出
場

　

本
校
は
、
全
国
の
高
等
学
校
の
４
％
の

進
学
校
が
指
定
さ
れ
る
、
文
部
科
学
省
の

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で

す
。「
未
来
に
果
敢
に
挑
戦
で
き
る
科
学

技
術
系
人
材
の
育
成
」
を
研
究
課
題
と
し

て
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
33
年
ま
で
五

か
年
間
継
続
し
て
研
究
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

３
回
目
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
に
伴
う
理
数
系
の
活
躍

が
目
覚
ま
し
い
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ

（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）

文
武
両
道
の
大
活
躍

　
３
回
目
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定

◎
体
育
部
の
躍
進

◎
文
化
活
動
の
躍
進

同窓生のみなさまのご支援をよろしくお願いします！

科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会
３
年
連
続
出
場

Ｃ
Ｓ
Ｓ
（
コ
ア
・
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
）

山
形
県
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
で　

最
優
秀
賞
・

優
秀
賞

さ
ら
に　

高
文
連　

科
学
専
門
部
の
部

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科
学
部
門
出
場

ホッケー

弓道 フェンシング

弓
道
部

　

女
子
個
人

　

田
中　

愛
音　

準
優
勝　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
東
北
大
会
出
場

　

男
子
団
体　
　

準
優
勝　

東
北
大
会
出
場

野
球
部

第
100
回
全
国
高
校
野
球
山
形
大
会

　

ベ
ス
ト
16
（
対　

酒
田
南
高
校
・
全
校
応
援
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ら
や
か
ス
タ
ジ
ア
ム
）

米沢興譲館同窓会会報 第47号（4）平成30年８月１日



　
創
立
記
念
式
典
・
記
念
講
演

一
、
日　

時　

平
成
三
十
年
九
月
十
九
日
（
水
曜
日
）

一
、
会　

場　

興
譲
館
高
校　

記
念
講
堂

一
、
日　

程

　

①
式
典　
　

午
前
九
時
二
十
五
分
～
午
前
十
時

　

②
保
護
者
・
同
窓
生
入
場　

午
前
十
時
～
午
前
十
時
十
五
分

　

③
記
念
講
演　

午
前
十
時
二
十
分
～
午
前
十
一
時
五
十
分

　
　 

講
　
師
　
翻
訳
家
　
青
　
木
　
　
　
薫 

氏

（
昭
和
五
十
年
卒
）

　
　 

演
　
題
　
「
異
な
る
文
化
に
橋
を
架
け
る  

ー
理
系
と
文
系
、
日
本
と
世
界
ー
」

【
講
師
略
歴
】
京
都
大
学
理
学
部
卒
業
、
理
学
博
士
。
二
〇
〇
七
年
度
日
本
数
学
会
出

版
賞
受
賞
。

主
な
翻
訳
書
：
フ
ェ
ル
マ
ー
の
最
終
定
理
（
サ
イ
モ
ン
・
シ
ン
（
著
）　

新
潮
社
／

二
〇
〇
六
年
五
月
）、
暗
号
解
読
（
サ
イ
モ
ン
・
シ
ン
（
著
）　

新
潮
社 

／
二
〇
〇
七
年

六
月
）、
宇
宙
創
成
（
サ
イ
モ
ン
・
シ
ン
（
著
）　

新
潮
社 

／
二
〇
〇
九
年
一
月
）
　

米
沢
興
譲
館
高
等
学
校

　

さ
ら
ば
平
成
！

   

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
会
報
に
寄
せ
て

　

平
成
三
十
年
度
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
長　
　

遠　

藤　

友
紀
雄

（
昭
和
五
十
八
年
卒
）

　

今
年
度
、
同
窓
会
総
会
懇
親
会

実
行
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
遠
藤
友
紀
雄
と
申
し
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
、
今
年
も
思
い

出
深
い
一
夜
と
な
り
ま
す
様
、
努

力
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

私
の
生
ま
れ
た
白
布
温
泉
で

は
、
以
前
、
六
月
の
一
年
生
の
西

吾
妻
登
山
、
九
月
の
白
布
マ
ラ
ソ

ン
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
と
い

う
二
大
行
事
が
行
わ
れ
、
私
も
こ

の
行
事
に
参
加
さ
れ
る
先
輩
方

を
見
て
育
ち
、
私
自
身
も
参
加
し

て
参
り
ま
し
た
。
全
校
生
徒
が
白

布
の
地
に
集
い
、
共
に
一
夜
を
過

ご
す
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
思
い

出
に
あ
ふ
れ
た
行
事
で
し
た
。

　

時
移
り
、
行
事
も
変
遷
し
ま
し

た
。
様
々
な
事
情
で
全
校
参
加
白

布
マ
ラ
ソ
ン
も
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
も
無
く
な
り
、
時
代
の
変

化
を
否
応
な
し
に
実
感
致
し
て

お
り
ま
す
。

　

本
年
の
同
窓
会
・
懇
親
会
は
、

「
さ
ら
ば
平
成　

新
し
い
時
代

に
向
か
っ
て
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
」
を
テ
ー

マ
に
実
施
致
し
ま
す
。
平
成
三
十

年
、
平
成
に
終
わ
り
を
告
げ
、
新

し
い
年
号
の
時
代
に
入
ろ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。「
人
あ
ま
た　

あ
と
継
ぎ
て
」
校
歌
に
あ
り
ま

す
通
り
、
こ
の
後
も
新
し
い
時
代

に
連
綿
と
「
継
い
で
」
行
く
こ
と
、

伝
統
、
そ
し
て
そ
の
継
承
。

　

本
年
は
、
我
々
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
（
昭
和
三
十
九
年
生

ま
れ
）
世
代
を
筆
頭
に
、
昭
和

六
十
二
年
卒
・
平
成
四
年
卒
・
平

成
十
年
卒
・
平
成
十
五
年
卒
そ
し

て
平
成
二
十
年
卒
、
若
い
同
窓
生

と
力
を
合
わ
せ
て
実
施
致
し
ま

す
。
ま
さ
に
「
人
あ
ま
た　

あ
と

継
ぎ
て
」
を
実
践
し
、「
新
た
な

時
代
に
向
か
っ
て
」
ま
さ
に
「
興

譲
～
向
上
」
を
志
向
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

わ
が
ま
ち
を
取
り
巻
く
様
々

な
状
況
も
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
昨
年
十
一
月
の
東
北
中
央
自

動
車
道
の
開
通
、今
年
四
月
の「
道

の
駅
米
沢
」
の
開
業
、
人
の
流
れ

も
物
の
流
れ
も
変
わ
り
ま
す
。
海

外
か
ら
の
道
も
ま
す
ま
す
開
か

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
変
わ
ら
な
い
、
変
え
て

は
い
け
な
い
興
譲
の
心
、
向
上
へ

の
熱
き
情
熱
、こ
れ
を「
継
い
で
」

行
く
こ
と
、
九
月
十
五
日
、
今
年

も
皆
で
集
い
、
そ
し
て
語
り
合

い
、
平
成
の
思
い
出
、
新
し
い
扉

を
迎
え
る
準
備
を
し
て
参
り
ま

し
ょ
う
。

　

興
譲
館
に
関
わ
り
あ
る
沢
山

の
方
々
、
沢
山
の
同
窓
会
会
員
の

皆
様
を
心
よ
り
お
迎
え
致
し
ま

す
。

平
成
三
十
年
度

　
総
会
・
大
懇
親
会
ご
案
内

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
さ
ら
ば
平
成　

新
し
い
時
代
に
向
か
っ
て
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
」

一
、
日　

時　

平
成
三
十
年
九
月
十
五
日
（
土
曜
日
）

一
、
会　

場　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
（
市
内
金
池
二
丁
目
）

一
、
日　

程　

①
総　
　

会　

午
後
四
時
～

　
　
　
　
　
　

②
大
懇
親
会　

午
後
六
時
～

　
　
　
　
　
米
沢
興
譲
館
同
窓
会
会
長

　
小
　
嶋
　
彌
左
衛
門

　
　
　
　
　

平
成
三
十
年
度
同
窓
会
・
懇
親
会
実
行
委
員
長

遠
　
藤
　
友
紀
雄

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
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幹
事
学
年
代
表
と
し
て
の
抱
負

そ
の
日
、
の
び
太
の　
　
　

　
　

引
き
出
し
が
出
現
す
る

新
し
い
未
来
に　
　
　

　
　
　

繋
い
で
い
く

漆　

山　
　
　

裕

（
平
成
四
年
卒
）

長　

嶋　

淳
一
郎

（
昭
和
六
十
二
年
卒
）

佐　

藤　

美　

洋

（
平
成
十
年
卒
）

　

二
〇
一
九
年
に
は
平
成
の
元
号
が
終
わ
り
を
迎
え
、
い

よ
い
よ
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。
私
た
ち
平
成
四
年
卒

は
、
平
成
元
年
に
興
譲
館
に
入
学
し
平
成
四
年
に
卒
業
し

た
、「
高
校
三
年
間
を
平
成
で
過
ご
し
た
最
初
の
世
代
」
と

い
え
ま
す
。
そ
ん
な
私
た
ち
も
齢
四
十
半
ば
と
な
り
、
い
わ

ゆ
る
人
生
の
折
り
返
し
に
差
し
掛
か
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ

か
ら
ス
パ
ー
ト
を
か
け
る
か
、
ゆ
っ
く
り
と
ゴ
ー
ル
を
目
指

す
か
、
そ
ん
な
時
期
に
来
て
い
る
よ
う
な
気
も
い
た
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
迎
え
る
今
年
の
興
譲
館
高
等
学
校
同
窓
会

は
、
ま
た
ひ
と
し
お
に
感
慨
深
い
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
の

同
級
生
も
久
し
ぶ
り
に
会
え
る
と
い
う
喜
び
を
も
っ
て
、
こ

の
日
を
迎
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
私
た
ち
の
代
が
チ
ケ
ッ
ト
の
管
理
を
一
挙
に
担

う
と
い
う
役
割
を
拝
命
し
て

お
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に

身
が
引
き
締
ま
る
想
い
で
お

り
ま
す
。
必
ず
や
同
窓
会
を

盛
会
の
う
ち
に
終
わ
ら
せ
、

次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
バ

ト
ン
を
渡
せ
る
よ
う
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
実
行
副
委
員
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
三
十
数
年
、
日
々
の
生
活
、
仕
事
等

で
ス
ト
レ
ス
蓄
積
当
た
り
前
の
年
頃
に
な
り
ま
し

た
が
、
同
期
で
集
合
す
る
と
一
瞬
で
す
べ
て
忘
れ

あ
の
時
代
へ
ト
リ
ッ
プ
！
私
は
そ
の
感
覚
が
た
ま

り
ま
せ
ん
。

　

毎
年
九
月
の
同
窓
会
懇
親
会
で
は
、
会
場
全
体

が
タ
イ
ム
マ
シ
ン
と
化
し
テ
ー
ブ
ル
毎
様
々
な
年

代
設
定
の
異
次
元
空
間
が
出
現
し
ま
す
。
ま
た
が

ん
ば
ろ
う
！
栄
光
へ
の
道
♪

　

次
の
幹
事
当
番
で
は
筆
頭
学
年
に
な
り
ま
す
。

興
譲
館
同
窓
生
の
オ
ア
シ
ス
を
引
き
継
ぎ
提
供
で

き
る
よ
う
勉
強
を
兼
ね
て
頑
張
り
ま
す
。

　

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
に
お
か
れ
ま
し
て
は
創
立

一
三
二
年
を
迎
え
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
三
十

年
と
節
目
の
年
で
あ
る
と
共
に
、
平
成
期
最
後
と
い
う
時
代
の

遷
移
に
際
し
た
こ
の
度
の
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
の
幹
事
学
年

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
大
き
な
喜
び
を
感
じ

て
い
る
と
同
時
に
、
重
大
な
責
務
を
担
っ
て
い
る
と
強
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

平
成
十
年
卒
の
私
た
ち
が
幹
事
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
の

は
、
こ
の
度
で
二
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
回
を
重
ね
る
毎
に
役

割
の
重
要
度
は
上
が
っ
て
お
り
、
裏
方
で
は
あ
り
ま
す
が
、
主

役
を
形
成
す
る
ほ
ど
の
意
気
込
み
で
臨
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
受
け
継
い
で
き
て
下
さ
っ
た
よ
う
に
、

今
年
も
「
米
沢
興
譲
館
の
伝
統
」・「
同
窓
会
の
重
要
性
」、
そ
し

て
な
に
よ
り
「
憩
い
を
得
る
場

所
」
と
し
て
の
本
会
開
催
に
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
会
の
大
成
と
、
こ
れ
か
ら

の
興
譲
館
、
同
窓
会
、
そ
し
て

皆
様
の
隆
盛
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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同
窓
会
懇
親
会
に
向
け
て

黒　

金　

正　

澄

（
平
成
十
五
年
卒
）

福　

嶋　

な
つ
み

（
平
成
二
十
年
卒
）

　

早
い
も
の
で
二
回
目
の
幹
事
学
年
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
回
、
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
幹
事
と
し

て
御
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
先
輩
方
が
、
卒
業

か
ら
長
い
年
月
が
経
過
し
て
も
学
年
単
位
で
の
結

び
つ
き
を
保
た
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
平
成
十
五
年
卒
は
、
ク
ラ
ス
会
は
あ
る

も
の
の
、
学
年
単
位
で
の
集
ま
る
機
会
は
、
こ
れ

ま
で
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
幹
事
年
は
、

先
輩
方
の
よ
う
な
末
永
く
密
な
学
年
の
つ
な
が
り

の
礎
を
造
る
貴
重
な
機
会
と
捉
え
、
同
窓
会
懇
親

会
に
向
け
て
旧
交
を
温
め
、
ま
た
よ
り
深
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

末
筆
に
は
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
多
く
の
方
々

に
御
出
席
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
誠
心
誠
意

努
力
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
平
成
二
十
年
卒
学
年
は
、
全
員
が
平
成
生
ま
れ
に
な
っ
た
最

初
の
学
年
で
す
。
そ
の
た
め
、
至
る
場
面
で
「
平
成
」
の
選
択
肢
が
な

く
、
進
学
・
就
職
と
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
行
く
た
び
に
、「
平
成
生
ま

れ
！
」
と
驚
か
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
た
ち
が
、
平
成
最
後
の
幹

事
学
年
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
不
思
議
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
学
年
は
、
卒
業
三
年
目
に
学
年
主
任
を
し
て
い
た
だ
い
た
柿

㟢
悦
子
先
生
の
呼
び
か
け
の
も
と
第
一
回
学
年
同
窓
会
を
開
催
し
、

八
十
三
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
を
機
に
二
・
三
年
に
一
回
の
ペ
ー

ス
で
学
年
で
の
会
を
催
し
て
お
り
、

毎
回
六
十
名
近
い
出
席
者
で
ク
ラ

ス
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
を
続
け

て
い
ま
す
。
今
年
は
三
月
に
卒
業

十
周
年
を
迎
え
た
節
目
の
年
と
い

う
こ
と
で
、
例
年
よ
り
も
規
模
を

拡
大
し
、
八
月
十
一
日
に
第
二
回

同
窓
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

初
め
て
の
幹
事
学
年
と
い
う
こ

と
で
、
一
回
目
の
実
行
委
員
会
か

ら
緊
張
の
連
続
で
あ
り
ま
し
た
が
、

持
ち
前
の
学
年
の
結
束
力
で
微
力

な
が
ら
、
先
輩
幹
事
の
み
な
さ
ま

と
同
窓
会
懇
親
会
成
功
に
向
け
て

頑
張
り
ま
す
。

今年の実行委員の様子

昨年の懇親会において、
遠藤友紀雄君を代表に幹事学年整列
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昨
年
の
懇
親
会
を
経
験
し
て

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ　

～
深
化
す
る
友
情　

進
化
す
る
伝
統
～

我　

妻　

弘　

一

（
昭
和
六
十
一
年
卒
）

　

昨
年
、
同
窓
会
・
懇
親
会
を
準
備

し
て
い
た
こ
と
が
遙
か
昔
の
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
昭
和
六
十
一
年
卒
学
年

は
四
回
目
の
幹
事
学
年
と
し
て
懇
親

会
の
進
行
・
会
場
設
営
の
担
当
と
し

て
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
前
回
、
チ

ケ
ッ
ト
全
般
の
担
当
学
年
と
し
て
関

わ
っ
た
と
き
に
、
懇
親
会
運
営
全
般

の
担
当
は
、
そ
れ
ほ
ど
業
務
量
が
多

く
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
ざ
担

当
し
て
み
る
と
、
チ
ケ
ッ
ト
担
当
時

以
上
の
業
務
量
で
し
た
。
こ
の
幹
事

学
年
を
務
め
る
意
義
に
つ
い
て
私
な

り
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
行
委
員
の
負
担
は
相
当
な
も
の
で

す
。
大
切
な
時
間
を
削
っ
て
祝
賀
会

の
準
備
に
あ
た
る
ほ
か
、
チ
ケ
ッ
ト

も
他
学
年
以
上
に
購
入
す
る
ノ
ル
マ

を
課
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
同
窓
会
の

準
備
、
チ
ケ
ッ
ト
を
売
る
こ
と
に
ど

れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の
か
？
そ
ん

な
事
を
考
え
る
と
や
り
き
れ
な
い
気

持
ち
に
も
な
る
の
で
す
が
、
幹
事
学

年
と
し
て
大
変
な
学
年
（
チ
ケ
ッ
ト

担
当
と
懇
親
会
運
営
）
を
二
回
経

験
し
て
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
も
し
こ
の
同
窓
会
祝
賀
会
運
営

制
度
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
だ
っ
た

か
？
興
譲
館
を
卒
業
し
て
、
再
び
会

う
こ
と
が
な
い
同
級
生
が
い
た
は
ず

で
す
。
私
達
学
年
で
は
、
前
回
幹
事

の
時
に
、
労
力
を
か
け
同
級
生
の
所

在
を
調
べ
、
次
回
の
案
内
が
楽
に
な

る
よ
う
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
聞
く
な
ど

し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
同
窓
会
に

納
め
る
学
年
会
費
も
数
年
分
集
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
し
、
幹
事
学
年

と
し
て
の
動
員
案
内
も
前
回
と
比
較

す
る
と
速
や
か
に
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
六
十
名
近
く
の
同
級
生
が

応援歌斉唱 堤郁雄（昭和57年卒）平成29年度
実行委員長の挨拶

県
内
外
か
ら
集
ま
り
、
そ
し
て
話
を

す
る
と
、
高
校
時
代
の
仲
間
と
集
う

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
者
が
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
、

こ
の
興
譲
館
同
窓
会
の
幹
事
学
年
の

担
当
制
度
が
な
か
っ
た
ら
、
自
発
的

に
同
級
生
で
集
ま
る
こ
と
は
難
し
い

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
①
同
窓
会
懇

親
会
の
幹
事
学
年
に
な
る
。
②
同
級

生
に
チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
幹
事
学
年
に

な
る
と
、
同
窓
会
の
会
費
納
入
か
ら

逃
れ
ら
れ
な
い
。
④
同
級
生
の
住
所
、

連
絡
先
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
⑤
そ
う
す
る
と
、
ほ
ぼ
全
同
級

生
に
同
窓
会
の
案
内
を
送
る
こ
と
が

出
来
、
同
級
会
も
開
催
で
き
る
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の

同
窓
会
の
実
行
委
員
を
務
め
る
こ
と

は
、
米
沢
に
残
る
者
の
責
任
で
あ
る

よ
う
に
思
え
て
き
ま
す
。
い
よ
い
よ

平
成
三
十
三
年
の
同
窓
会
が
、
我
々

最
後
の
幹
事
学
年
と
な
り
ま
す
。
そ

ん
な
こ
と
を
次
世
代
の
幹
事
学
年
に

伝
え
る
こ
と
が
最
後
の
幹
事
学
年
の

責
務
の
一
つ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

自治会歌斉唱
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自
分
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
！

日
本
料
理
「
馬
場
乃
町
は
や
し
」

本　

舘　

教　

子
（
旧
姓　

山
村
）　
　
　

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
病
院
副
院
長

　

看
護
部
長

（
昭
和
五
十
三
年
卒
）

大
竹
林
太
郎
さ
ん
（
平
成
四
年
卒
）
訪
問　

　

地
元
の
方
は
既
に
訪
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
う
。
爽

や
か
な
五
月
の
昼
下
が
り
、「
馬
場
乃
町
は
や
し
」
の
大
竹

林
太
郎
さ
ん
（
平
成
四
年
卒
）
を
訪
問
し
た
。
祖
母
の
お

住
ま
い
を
改
造
し
た
お
店
だ
そ
う
だ
が
、
依
頼
を
し
た
横

山
設
計
（
山
形
市
）
は
、
偶
然
に
も
興
譲
館
Ｏ
Ｂ
で
あ
っ

た
ら
し
い
。場
所
は
上
杉
神
社
の
近
く
、米
沢
の
旧
町
名「
馬

場
ノ
町
」
の
静
か
な
住
宅
地
に
あ
り
、
ツ
ツ
ジ
や
庭
の
木
々

と
建
物
の
外
観
か
ら
は
城
下
町
ら
し
い
風
情
が
感
じ
ら
れ

た
。

　

七
十
二
候
の
言
葉
「
紅
花
栄
頃
」
と
添
え
て
あ
る
お
昼

の
コ
ー
ス
を
い
た
だ
い
た
。
先
附
の
帆
立
と
海
老
の
餡
を

か
け
た
豌
豆
寄
せ
か
ら
甘
味
「
苺
蜜
豆
」
ま
で
八
品
目
、

一
つ
一
つ
が
食
材
の
本
来
の
味
や
色
使
い
が
感
じ
ら
れ
る
お
料
理
で
、
土
鍋
で
炊
い
た
筍
御
飯
は

目
の
前
で
器
に
よ
そ
っ
て
い
た
だ
き
至
福
の
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

Ｑ  

大
竹
さ
ん
は
、
東
京
で
も
有
名
な
日
本
料
理
店
の
板
前
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
米
沢
で
「
馬

場
乃
町
は
や
し
」
を
は
じ
め
ら
れ
た
経
緯
は
？

　

高
校
卒
業
後
、
福
島
大
学
行
政
社
会
学
部
に
進
学
、
学
生
時
代
は
公
務
員
を
目
指
す
傍
ら
、
地

元
の
居
酒
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
に
励
む
中
で
、
次
第
に
料
理
の
世
界
に
興
味
を
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
誌
に
寄
せ
て
、
こ
れ
ま
で
に
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
振
り
返
る
機
会
を
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
横
浜
市
に
在
住
し
、
医
療
関
係
の
仕
事
に
就
い
て
い
ま
す
。
途
中
10
年
あ
ま

り
専
業
主
婦
時
代
を
送
り
ま
し
た
が
、残
り
は
看
護
師
と
し
て
実
践
か
ら
管
理
ま
で
か
か
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
医
療
の
課
題
は
、
皆
さ
ん
が
ご
存
知
の
通
り
少
子
高
齢
多
死
社
会
の
中
で
、
医
療

ニ
ー
ズ
に
医
療
提
供
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
病
院
完
結
型

か
ら
地
域
完
結
型
の
医
療
が
求
め
ら
れ
、
病
院
機
能
の
分
化
・
在
宅
医
療
の
充
実
・
医
療
者

の
確
保
に
関
す
る
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
当
時
に
財
源
の
確
保
も
近
々
の
課
題
と

言
え
ま
す
。

こ
の
様
な
背
景
の
中
で
、看
護
職
は「
い
の
ち
・
暮
ら
し
・
尊
厳
を
守
り
支
え
る
看
護
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
切
れ
目
の
な
い
ケ
ア
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

私
が
所
属
す
る
病
院
は
、
先
進
医
療
、
急
性
期
医
療
と
共
に
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の
役

割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
生
活
の

価
値
を
尊
重
し
な
が
ら
、
そ
の
方
が
ど
う
生

き
た
い
か
を
支
え
る
看
護
、「
セ
ル
フ
ケ
ア
看

護
」
を
中
心
に
置
い
て
い
ま
す
。

　

「
リ
ビ
ン
グ　

ウ
ィ
ル
」「
ア
ド
バ
ン
ス　

ド　

ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
な
ど
、
国
民
一

人
一
人
が
人
生
の
最
終
段
階
を
ど
の
よ
う
に

過
ご
す
の
か
問
わ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

日
々
突
発
的
な
出
来
事
の
連
続
で
す
が
、
何

と
か
周
り
の
方
々
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
悪

戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
還
暦
を
目
の
前
に
し

自
分
の
健
康
に
も
気
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し

同
窓
生
の
今

同
窓
生
を
訪
ね
て

た
。
ま
た
モ
ノ
が
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
身
の
回
り
の
状
況
も
最
近
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『
断
捨
離
』
と
い
う
言
葉
は
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
そ
の
意
味
合
い
は
深
く
、
単
に
「
モ
ノ
を
捨

て
る
」
と
い
う
こ
と
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
モ
ノ
を
通
し
て
自
分
を
縛
る
「
執
着
」
や
「
観
念
」
を

捨
て
て
い
る
と
言
い
ま
す
。
自
分
が
本
当
に
大
切
に
し
て
い
る
モ
ノ
が
明
確
に
な
る
、「
自
分
の
人

生
」
を
生
き
直
す
た
め
に
必
要
な
事
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。

私
も
そ
ろ
そ
ろ
生
き
直
す
た
め
の
整
理
を
始
め
て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
役
割
は
今

ま
で
通
り
で
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
度
原
点
に
戻
り
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
見
つ
め
直
す
こ

と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

米
沢
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
原
点
に
帰
る
と
い
う
意
味
で
は
大
切
な
「
心
の

拠
り
所
」
で
す
。
近
い
う
ち
に
行
っ
て
み
よ
う
か
な
…
…
!!

＊小4の孫と
プライベートでは、二人の娘にそれぞれ子供が
二人ずつおりますので、休日は4人の孫たちと
過ごすことが唯一の楽しみです！
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大
学
卒
業
後
い
わ
き
市
の
寿
司
・
割
烹
で
七
年
修
業
を
積
み
、
そ
の
後
東
京

麻
布
に
あ
る
日
本
料
理
「
分
と
く
山
」
で
見
習
い
か
ら
修
業
を
し
、
最
後
は

六
本
木
支
店
の
店
長
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
板
前
と
し
て
影
響
を
受
け
た
の
は

や
は
り
親
方
で
あ
る
野
﨑
洋
光
氏
で
す
。
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
料
理
を
作
り

続
け
て
い
く
な
か
で
、
閉
鎖
的
で
な
く
理
論
的
に
日
本
料
理
の
文
化
・
技
術

を
学
び
、
ま
た
、
板
前
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
一
社
会
人
と
し
て
の
在
り
方

も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
修
業
も
半
ば
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
父
の
死

を
き
っ
か
け
に
帰
郷
し
、
妻
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
料
理
屋
を
開
業
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
両
親
の
同
級
生
の
興
譲
館
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
を
中

心
に
、
皆
様
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

高
校
時
代
は
ど
ん
な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
？

　

勉
強
と
部
活
動
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
）
の
日
々
で
し
た
（
笑
）。
米

沢
を
離
れ
修
業
を
し
て
い
ま
し
た
し
、
長
い
休
み
も
な
い
の
で
Ｏ
Ｂ
会
に
は

顔
を
だ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
同
窓
会
の
幹
事
学
年
な
の
で
頑
張
り
た

い
し
。
地
元
に
い
る
同
窓
会
の
方
々
と
の
繋
が
り
は
大
切
に
し
た
い
で
す
。

Ｑ　

お
薦
め
の
お
料
理
は
？

　

「
分
と
く
山
」
で
学
ん
だ
鮑
料
理
と
土
鍋
の
炊
き
込
み
ご
は
ん
が
名
物
で

す
。
ま
た
、
冬
に
は
天
然
と
ら
ふ
ぐ
コ
ー
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

大
竹
さ
ん
か
ら
一
言
。

　

「
馬
場
乃
町
は
や
し
」
は
今
年
開
店
か
ら
四
周
年
を
迎
え
ま
す
。
小
さ
い

店
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
作
り
立
て
の
料
理
の
風
合
い
を
大
切
に
こ
れ
か
ら

も
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
一
度
地
元
を
離
れ
て
改
め
て
わ
か
っ
た
、
米
沢
・

山
形
の
素
晴
ら
し
い
食
材
の
力
を
借
り
て
、
お
客
様
に
季
節
を
味
わ
う
喜

び
、
そ
し
て
米
沢
に
い
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　
夜
は
、
お
酒
と
と
も
に
ゆ
っ
く
り
お
料
理
を
楽
し
む
コ
ー
ス
も
あ
る
と
の

こ
と
、
是
非
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
素
敵
な
お
店
だ
っ
た
。

【
取
材
：
山
口
み
ど
り
（
昭
和
六
十
年
卒
）／
横
山
昭
子
（
昭
和
六
十
一
年
卒
）】

大竹さん
自慢の料理

支
部
だ
よ
り

米
沢
支
部
の
近
況
、
課
題
に
つ
い
て

米
沢
支
部
事
務
局
長　

栗　

林　

雄　

二

（
昭
和
五
十
一
年
卒
）

　

昭
和
五
十
七
年
、
同
窓
会
本
部
事
業
へ
の
協
力
を
掲
げ
て
出
来
た
米
沢
支
部
は
、
独
自
の
活
動
の

充
実
の
為
平
成
九
年
か
ら
、
春
に
総
会
を
兼
ね
た
「
観
桜
会
」
を
、
ま
た
平
成
二
十
四
年
か
ら
は
「
秋

の
懇
親
会
」
を
芋
煮
会
を
兼
ね
て
行
っ
て
い
ま
す
。
秋
の
会
に
は
先
輩
方
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
講
演
会
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
春
の
総
会
は
旧
校
舎
跡
地
で
行
う
事
に
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
以
前
は
桜
の
木
の
下
で
茣
蓙
を
敷
い
て
酒
盛
り
で
し
た
が
、
年
々
参
加
す
る
方
々
の
年
齢

も
上
が
っ
て
ゆ
き
、
外
で
や
る
に
は
風
が
強
い
、
冷
た
い
と
体
調
を
崩
す
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
雪

が
残
っ
て
い
る
年
も
あ
り
、
跡
地
に
立
っ
て
い
る
「
ア
ク
テ
ィ
ー
米
沢
」
内
で
行
う
事
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
校
舎
で
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
同
窓
生
と
現
在
の
校
舎
で
過
ご
し
た
同
窓

生
で
は
跡
地
へ
の
思
い
は
違
い
、
若
い
方
々
の
参
加
は
な
か
な
か
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

今
年
の
春
の
会
は
三
十
六
名
の
参
加
者
を
得
て
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
、
支
部
役

員
の
交
代
が
あ
り
支
部
長
は
、
今
ま
で
九
年
間
リ
ー
ド
し
て
下
さ
っ
た
早
川
正
信
先
輩
（
昭
和

三
十
三
年
卒
）
か
ら
齋
藤
榮
助
先
輩
（
昭
和
三
十
八
年
卒
）
に
代
わ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
監
事

も
安
達
治
雄
先
輩
（
昭
和
三
十
三
年
卒
）、
安
田
道
隆
先
輩
（
昭
和
三
十
八
年
卒
）
か
ら
佐
藤
公
治

先
輩
（
昭
和
四
十
八
年
卒
）、
雨
田
孝
先
輩
（
昭
和
四
十
九

年
卒
）
に
代
わ
ら
れ
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
か
ら
秋
の
会
の
準
備
に
入
り
ま
す
が
、
講
演
を
し

て
頂
け
る
方
を
捜
し
て
お
り
ま
す
。
期
日
は
11
月
、
会
場
は

市
内
の
招
湯
苑
に
な
る
予
定
で
す
。
毎
回
、
学
年
の
代
表
者
、

連
絡
先
に
案
内
を
お
出
し
し
て
い
ま
す
の
で
、
時
期
に
な
り

ま
し
た
ら
ご
確
認
下
さ
い
。

　

今
後
若
い
世
代
の
、
と
い
っ
て
も
昭
和
五
十
年
代
以
降
の

卒
業
生
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
多
く
の
参
加
者
を
得
て
米

沢
支
部
の
存
続
発
展
に
寄
与
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
同
窓
会
本
部
の
充
実
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
こ

と
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
勿
論
、
昭
和
五
十
年
代
以
前

卒
業
の
先
輩
方
に
も
多
数
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

米沢支部秋の懇親会
「記念誌」編集余滴と題して講演する
鈴木基同窓会副会長（平成29年11月18日）
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項　目 予算額 収入額 増減（△） 備　　考
繰 越 金 982,003 982,003 0 前年度繰越金

入 会 金 1,372,000 1,365,000 △ 7,000 7,000円×
195名

年 会 費 2,300,000 1,500,000 △ 800,000

過 年 度 会 費 0 150,000 150,000 昭和57年卒
昭和59年卒

130周年記念
事業補助戻入 0 384,491 384,491 130周年記念事業会

計より残高の戻入

雑 収 入 997 12,412 11,415 130周年記念誌
売上・預金利子

計 4,655,000 4,393,906 △ 261,094

項　目 予算額 支出額 残　　額 備　　考
運 営 費 1,242,000 1,244,797 △ 2,797

会 議 費 60,000 48,643 11,357 理事会等

通信連絡費 40,000 63,672 △ 23,672 郵便切手等

需 用 費 100,000 96,636 3,364 用紙･封筒等

人 件 費 1,042,000 1,035,846 6,154 人件費会計へ繰出し

事 業 費 2,057,388 1,918,261 139,127

一般事業費 1,100,000 981,873 118,127

各支部総会（旅費･
お祝い）･総会補助
金･ＨＰ運営費･会
報送料補助等

母校活動補助金 300,000 340,100 △ 40,100 高鍋高校交流事業（訪問）・
興譲館ノート新入生用

卒業記念費 276,588 241,488 35,100 記念品代（196名分･過年
度転学生1名含む）

表 彰 費 30,800 30,800 0 永年勤続者（2名）

会 報 費 350,000 324,000 26,000 会報 第46号 6,000部

予 備 費 1,355,612 0 1,355,612

予 備 費 1,355,612 0 1,355,612

前受会費に振替 0 100,000 △ 100,000 繰越金と過年度免除分（Ｈ16年
以前）会費の入り組み分を訂正

計 4,655,000 3,263,058 1,391,942

収入の部

収入の部

決算額
収入額 4,393,906円　―　支出額 3,263,058円　
　＝　残額 1,130,848円（次年度へ繰越）

○資金の残高
　＝米沢信用金庫本店営業部　普通預金　1,130,848円
○財政安定積立金残高
　＝　　　　　同上　　　　　　　同上　　 500,361円
○前受会費残高
　＝　　　　　同上　　　　　　　同上　　2,980,557円

前年度からの繰越額
○財政安定積立金
　＝米沢信用金庫本店営業部　普通預金　 500,361円
○前受会費
　＝　　　　　同上　　　　　　　同上　　2,980,557円

支出の部

支出の部

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

◎平成28年度　同窓会会計決算書　（会計年度　平成28年９月１日～平成29年８月31日）

◎平成29年度　同窓会会計予算書　（会計年度　平成29年９月１日～平成30年８月31日）

　　　①母校振興発展に必要な事業　　　③会報の発刊	
　　　②会員の親睦に関する事項　　　　④その他、目的達成に必要な事項	

◎平成29年度　事業計画

項　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　 減 備　　考

繰 越 金 1,130,848 982,003 148,845 前年度繰越
金

入 会 金 1,400,000 1,372,000 28,000 7,000円×
200名

年 会 費 2,300,000 2,300,000 0

昭44年～平
20年まで5万
円（40学年）
昭34年～昭
43年まで3万
円（10学年）

雑 収 入 152 997 △ 845 預金利子
計 4,831,000 4,655,000 176,000

項　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 備　　考
運 営 費 1,262,000 1,242,000 20,000

会 議 費 50,000 60,000 △ 10,000 理事会等の会議費

通信連絡費 50,000 40,000 10,000 郵便切手等

需 用 費 100,000 100,000 0 慶弔・事務用品

人 件 費 1,062,000 1,042,000 20,000 人件費1,012,000+
50,000（9月手当）

事 業 費 1,956,720 2,057,388 △ 100,668

一般事業費 1,000,000 1,100,000 △ 100,000 各支部総会、会報送料補助、
ＨＰ運営費、総会補助金等

母校活動補助金 300,000 300,000 0 高鍋高校交流事業（来校）等
卒業記念費 306,720 276,588 30,132 記念品代（200名分）
表 彰 費 0 30,800 △ 30,800 H29年度の該当者なし
会 報 費 350,000 350,000 0 印刷費
予 備 費 1,612,280 1,355,612 256,668

予 備 費 1,612,280 1,355,612 256,668 次期繰越金が多額になる場合には、財
政安定積立金に振り替えることがある

計 4,831,000 4,655,000 176,000

米沢興譲館同窓会会報（11）　第47号 平成30年８月１日



（　　）は卒業年

◎本　　部　　〒992-1443  山形県米沢市大字笹野1101
　　　　　　　米沢興譲館高校内　☎0238-38-4741
　会　　長　　小嶋彌左衛門（S42）
　副 会 長　　小林　擴二（S36） 佐野　隆一（S47） 鈴木　　基（S49）
　　　　　　　藤倉万里子（S53） 
　監　　事　　江部　　寛（S48） 土田　一成（S51） 松田　純一（S56） 
　顧　　問　　髙野　　讓（S29） 大友　恒則（S35） 
　常務理事　　磯部　道昭（S44） 
　副常務理事　　川島　良範（H6） 
　常任理事　　加藤　英樹（S53） 小池　忠宏（S54） 益子　光子（S55） 
　　　　　　　相田　晃輔（S56） 高橋美和子（S57） 佐藤　知由（S59） 
　　　　　　　佐藤　詠一（S63） 安部　徳朗（H2） 平山　順一（H4） 
　　　　　　　佐藤　美洋（H10） 
◇米沢支部
　支 部 長　　斎藤　榮助（S38） 
　　　　　　　〒992-0045  山形県米沢市中央1-7-30
　　　　　　　☎0238-22-4146　（支部長　斎藤　榮助）
◇東京支部
　支 部 長　　横山　彰人（S42） 
　　　　　　　〒160-0023  東京都新宿区西新宿3-3-23
　　　　　　　☎03-3348-2808　fax03-3348-2829
　　　　　　　　　　　　　　 （支部長　横山　彰人）　
◇関西支部
　支 部 長　　中川　　勉（S41） 
　　　　　　　〒606-8024  京都市左京区修学院千万田町5-84
　　　　　　　☎075-701-9121　（支部長　中川　　勉）
◇宮城支部
　支 部 長　　田林　晄一（S41） 
　　　　　　　〒981-0954  宮城県仙台市青葉区川平2-17-28
　　　　　　　☎022-279-8951　（支部長　田林　晄一）
◇山形支部
　支 部 長　　後藤　　寛（S40） 
　　　　　　　〒990-2483  山形県山形市上町5-1-21
　　　　　　　☎023-645-4420　（支部長　後藤　　寛）
◇高畠支部
　支 部 長　　鈴木　征治（S33） 
　　　　　　　〒992-0344　山形県東置賜郡高畠町大字深沼12-5
　　　　　　　☎0238-52-1777　（事務局長　八巻裕一（H1） ）

◇川西支部
　支 部 長　　金子　　勤（S34）
　　　　　　　〒999-0121　山形県東置賜郡川西町上小松2810-3
　　　　　　　☎0238-42-4522　（支部長　金子　　勤）
◇赤湯支部
　支 部 長　　佐藤　有弘（S37）
　　　　　　　〒999-2231　山形県南陽市二色根373　
　　　　　　　☎0238-43-6660　（支部長　佐藤　有弘）
◇宮内支部
　支 部 長　　山水　克美（S38）
　　　　　　　〒992-0472  山形県南陽市宮内3172
　　　　　　　☎0238-47-7055　（支部長　山水　克美）
◇小国支部
　支 部 長　　高橋　清人（S38）
　　　　　　　〒999-1353  山形県西置賜郡小国町大字兵庫舘2-3-14
　　　　　　　☎0238-62-2714　（支部長　高橋　清人）

◇長井・西置賜支部
　支 部 長　　斎藤　道郎（S42）
　　　　　　　〒993-0035  山形県長井市時庭2306　サンリット化成㈱
　　　　　　　☎0238-88-9632　（支部長　斎藤　道郎）

◇県庁・教育委員会支部
　支 部 長　　島貫　　誠（S52）

◇ニューヨーク支部
＊Director & Gen.Manager:EBE TAKASHI（1959 Grad）
　AD:525 RIVERDALE AVE（Rm5G）YONKERS N.Y
 　10705 U.S.A. 
　Phone：1-914-963-1250（Answering24h working）  
   （FAX:also available）

◎校内同窓会役員
　理　　事　　海和　雅人（S56） 原田　知明（S53） 
　幹　　事　　稲村　邦彦（S57） 猪俣　幸一（S54） 舩山　洋子 

米沢興譲館同窓会本部・支部

◇今号から米沢興譲館同窓会会報「興譲館」としてリニュアー
ルしました。「興譲館」という校名を大切に伝えたいという思
いです。編集委員が少し若返りました。長い間、編集長とし
てご尽力いただいた遠藤岩根先輩に心より感謝申し上げます。
有り難うございました。
　来年で平成卒が約7000名になります。女性も多くなりまし
た。若い年代の方に同窓会を身近に感じていただけるよう企
画編集したつもりです。いかがだったでしょうか。これから
も同窓生の活躍を紹介していきます。ご意見ご要望がありま
したら編集委員会へご連絡ください。（H・S）

◇多くの皆さんに原稿をお寄せいただき充実した紙面になり
ました。厚く御礼申し上げます。また、編集委員の皆様に
は取材や編集会議など編集活動に積極的にお力添えいただき、
ありがとうございました。（Ｍ・Ｉ）

◇  「連綿尽きぬ興譲の流れ」が実感できるような紙面になる
よう、微力ながらお手伝いさせていただきます。

米沢興譲館同窓会会報編集委員会
委員長／鈴木　　基（S49） 
委　員／磯部　道昭（S44）・原田　知明（S53）・山口みどり（S60）
　　　　横山　昭子（S61）・川島　良範（H6）

同級生の活躍を知り、励まされ、刺激を受けました。
（T・H）

◇同窓生というつながりで、思いがけない出会いがあります
ね。次回の取材がワクワク楽しみです。（M・Y）

◇編集委員として取材に行かせていただきました。様々な分
野で同窓生が活躍する姿を見ることができ、とても刺激にな
りました。（S・Y）

◇会報のリニューアルに際し、多くの方からの寄稿のご協力、
ありがとうございました。多くの方に見ていただき楽しんで
いただける充実した内容を続けていきたいと思います。（Y・K）

編集後記

米沢興譲館同窓会会報 第47号（12）平成30年８月１日


